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日
本
で
も
有
数
の
養
殖
魚
の
産
地
、
愛
南
町
。

　

産
地
を
守
り
、
よ
り
安
全
な
魚
を
食
卓
に
届
け
よ
う
と
、
漁
協
と
役
場
、
愛

媛
大
学
が
協
力
し
て
魚
の
病
気
診
断
や
赤
潮
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

魚
病
も
赤
潮
も
養
殖
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
で
す
。
被
害
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
い
か
に
早
く
正
確
な
情
報
を
養
殖
業
者
に
届
け
る
か
。
現
場
で
は

絶
え
間
な
い
努
力
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
フ
ォ
ー
カ
ス

魚
病
診
断
・
赤
潮
調
査魚

の
病
気
診
断
し
ま
す

　

愛
南
町
役
場
西
海
支
所
の
1
階
に

設
け
ら
れ
た
「
魚
病
診
断
室
」。
常

駐
す
る
漁
協
の
職
員
が
養
殖
業
者
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
ば
か
り
の
数
匹

の
マ
ダ
イ
の
稚
魚
を
手
際
よ
く
さ
ば

き
、
エ
ラ
や
臓
器
の
一
部
を
採
取
し

て
顕
微
鏡
を
覗
き
ま
す
。
養
殖
業
者

が
新
し
い
稚
魚
を
入
れ
た
と
き
に
、

病
気
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
寄
生
虫

が
つ
い
て
い
な
い
か
確
認
す
る
「
健

康
診
断
」
の
光
景
で
す
。

　

魚
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
病
気
に

か
か
り
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と

他
の
魚
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
魚
類

養
殖
の
場
合
、
同
じ
い
け
す
に
数
百

尾
か
ら
数
万
尾
の
魚
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
一
旦
、
病
気
が
流
行
る
と
大

き
な
被
害
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
病
気
の
流
行
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
ご
う
と
行
わ
れ
て
い

る
の
が
魚
病
診
断
で
す
。
愛
南
町
の

魚
病
診
断
を
一
手
に
担
う
「
魚
病
診

断
室
」
で
は
、
役
場
水
産
課
の
職
員

と
愛
南
漁
協
の
職
員
が
常
駐
し
て
、

養
殖
業
者
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
死
魚

を
解
剖
し
、
魚
の
死
因
を
特
定
し
て

適
切
な
対
処
法
を
記
し
た
診
断
書
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

魚のエラと臓器の一部を顕微鏡で観

察し、病気の原因である寄生虫や細

菌を見つけます

養殖業者から持ち込まれた魚を診断

して結果を記入する職員。多い時に

は日に数百匹の魚が持ち込まれます
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「
頼
り
に
し
て
い
る
」

　

「
魚
病
診
断
室
」
は
平
成
19
年
に

西
海
支
所
の
一
角
を
改
装
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
養
殖

業
者
は
宇
和
島
市
に
あ
る
愛
媛
県
の

施
設
へ
魚
を
運
ん
で
魚
病
診
断
を
依

頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
運
搬
や
診
断

結
果
を
待
つ
時
間
が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
魚
病
診
断
室
」
が
で
き
た
こ
と

で
、
養
殖
業
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

　

「
す
ぐ
に
持
ち
込
め
て
、
診
断
結

果
も
そ
の
日
の
う
ち
に
わ
か
る
の
で

あ
り
が
た
い
」、「
頼
り
に
し
て
い
る
」

魚
病
診
断
室
に
魚
を
持
ち
込
む
養
殖

業
者
は
口
を
揃
え
て
言
い
ま
す
。

遺
伝
子
検
査 

南
水
研
と

　

魚
の
病
気
の
主
な
原
因
は
、細
菌
、

寄
生
虫
、
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

細
菌
と
寄
生
虫
は
「
魚
病
診
断

室
」
の
顕
微
鏡
で
確
認
で
き
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
平
成
20
年
に
設

立
さ
れ
、
同
じ
西
海
支
所
内
に
居
を

構
え
る
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー
（
南
水
研
）
と
共
同
で
遺
伝

子
検
査
を
し
て
確
定
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
I
C
T
技
術
を
導

入
し
て
魚
病
診
断
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
診
断
書
の
作
成
を
容
易
に
す
る

と
と
も
に
、
診
断
結
果
を
養
殖
業
者

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

報
告
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

検査結果はその日の

うちに報告しています

魚病診断室

垣本一
か ず

真
ま

さん
（愛南漁協 水産研究普及係）
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現場フォーカス

魚病診断・赤潮調査

特集

赤
潮
発
生
事
前
に
察
知

　

赤
潮
は
海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

異
常
繁
殖
す
る
こ
と
で
、
海
が
変
色

す
る
現
象
。
赤
潮
を
形
成
す
る
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
魚

や
貝
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
死
滅
し
た
後
に
海

水
中
の
酸
素
を
大
量
に
消
費
す
る
た

め
、
海
水
の
酸
素
が
欠
乏
し
て
魚
が

死
ぬ
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

養
殖
業
者
は
赤
潮
の
発
生
を
確
認

す
る
と
餌
の
供
給
を
止
め
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
ま
す
が
、
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
誤
る
と
甚
大
な
被
害
を
こ
う

む
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

養
殖
業
者
に
と
っ
て
は
、
赤
潮
が

い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
い
る
か
、
そ

の
情
報
を
正
確
に
掴
む
事
が
事
業
の

生
死
を
分
け
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

愛
南
町
で
は
、
養
殖
業
者
、
漁
協
、

町
が
手
分
け
し
て
普
段
か
ら
町
内
の

9
地
点
の
海
水
を
汲
み
取
り
、
南
水

研
に
持
ち
込
ん
で
遺
伝
子
検
査
を
行

い
、
赤
潮
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

遺
伝
子
検
査
を
行
っ
て
い
る
南
水

研
の
社
会
連
携
推
進
機
構 

清
水
園そ

の

子こ

准
教
授
。「
か
つ
て
は
、
養
殖
業

者
が
茶
色
に
変
色
し
た
海
水
を
見
つ

け
て
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
変

色
し
た
海
水
に
は
す
で
に
相
当
の
量

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
実
は
、
海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

は
変
色
前
か
ら
徐
々
に
量
が
増
え
て

い
る
の
で
、
そ
の
遺
伝
子
を
定
期
検

海中の植物プランクトンが多い水深から海水を汲み取りま

す。赤潮発生時には1日に数十カ所から海水を集めて、調査。

調査結果はその日のうちに関係者に通知されています

赤潮が発生したときには、海中の植物プラン

クトンの量を測り、最も多い水深から海水を

汲み取って調査します

南水研 社会連携推進機構 清水園
その

子
こ

准教授

「海水中のプランクトン遺伝子を定期的に検

査することで赤潮の発生を事前に察知するこ

とができます」
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安
全
な
魚
を
食
卓
に

　

町
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
魚
類
養

殖
業
。
魚
の
病
気
や
赤
潮
の
被
害

が
広
が
る
と
大
き
な
影
響
が
出
る
た

め
、
漁
協
、
町
、
愛
媛
大
学
が
連
携

し
て
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み

が
日
々
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
魚
病

診
断
や
赤
潮
調
査
の
デ
ー
タ
は
蓄
積

さ
れ
、
今
後
、
予
防
や
予
測
に
生
か

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

安
全
な
魚
を
食
卓
に
届
け
よ
う
と

関
係
者
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

査
す
る
こ
と
で
状
況
を
観
察
し
、
赤

潮
の
発
生
を
事
前
に
察
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」。

　

清
水
准
教
授
は
、
宇
和
海
全
域
で

赤
潮
被
害
を
軽
減
し
よ
う
と
愛
南
町

の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
に
他
の
自
治

体
で
も
使
え
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
命

　

一
旦
、
赤
潮
が
で
る
と
「
魚
病
診

断
室
」
の
出
番
が
や
っ
て
き
ま
す
。

定
期
検
査
で
は
海
面
の
水
を
汲
ん
で

い
ま
す
が
「
魚
病
診
断
室
」
は
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
最
も
多
い
水
深
を

調
べ
て
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
海
水
を

汲
み
取
り
ま
す
。
赤
潮
発
生
時
に
は

海
面
よ
り
そ
の
下
に
有
害
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。

　

赤
潮
の
対
策
は
、ス
ピ
ー
ド
が
命
。

職
員
は
顕
微
鏡
を
手
早
く
操
作
し
な

が
ら
、
片
手
に
持
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー

で
海
水
1
㎖
あ
た
り
に
含
ま
れ
る
有

害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
数
を
数
え
ま

す
。
結
果
は
す
ぐ
に
関
係
者
に
メ
ー

ル
で
送
信
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

職員は顕微鏡を覗いて無言で有害プランクトンを数えます。その間「魚病診断室」にはカチッカチッカチッカチッという乾いた音が響きます

調査結果はシステムに入力後、関係者に一斉に

メールで報告されます。

画面では、どこでどれくらいの有害プランクト

ンが発生しているのか、一目で確認できます

顕微鏡を巧みに操作しながら 1 ㎖あたりに含ま

れる有害プランクトンの数を数える職員

海水のサンプル。赤潮発

生時は「魚病診断室」が

海水を汲み取ってきて調

査を行います

赤
潮
調
査
の
主
な
流
れ

漁業者の方から頼られる

やりがいのある仕事です

魚病診断室

吉原勇
ゆ う

作
さ く

 主事
（愛南町 水産課）

魚病診断・赤潮調査

魚病診断室

主な業務

「魚病診断室」では魚病対策・

魚病指導のほか、養殖技術の向

上を図るための研究も行って

います。また海洋

資源の保護や調査

研究の一環として

赤潮調査を行って

います。 赤潮調査の結果は
こちらから


